








要約 

毎日の生活の基本となる家庭について、人は誰もがかなりまとまった意見、家庭観を持っ

ている。保育通園中の幼児のいる家庭(健常児群)の父親と母親、発達障害児のいる家庭(障

害児群)の父親、母親に対してアンケート調査を行い、比較検討する。26 質問中特に差を

認めたのは、離婚について正当な理由があれば離婚したほうがよいが健常児の父親で少な

く、心の健康について「何か心が満たされず、寂しい」と感じることが障害児の母 83%で

健常児の母 65%で、障害児の父 53%健常児の父 53%の 3 群に比べて有意に高い。その他の質

問でも障害児の母が心身共に疲労している傾向を認める。 


